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ク
太
 
刀

振
 
り

ク
 

そ
の
昔
か
ら
 

田
植
え
什
凄
の
さ

な
ぶ
り
に
 

飯
詰
の
里

に
伝
わ
り
し
 

山
車
、
太
刀
振
り
 

大
名
行
列
、

騎
馬
隊

と
 

勇
壮
け
ん
ら
ん
 

賑
わ
い
さ

か
ん
な
虫
祭
り
 

世
の
う
つ
り
変
り
に
影
ひ
そ
め
 

い
ま
は
絶
え
て
久
し

い
け
れ
ど
 

え
に
し
を
偲
ぷ
人

々
の
 

心
に
深
く
ま
も
ら
れ
て
 

わ
ず
か
に
残
る
太
刀

振
り
踊
り
 

こ
こ
に
脈

々
よ
み
が
え
る
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ス
 

ー
  ユ

 
ニ
 

政
 

市
 

定
 
額
制
 
の
 
方
 
は
 

一
三
〇
〇
円
で
計
量
制
に
 

給
水
の
合
理
化

は
、
給
水
使

用
量
を
正
確
に
は
か
り
、
水
の

浪
費
を
防
ぐ

た
め
、
給
水
装
置

は
原
則
と
し

て
、
水
道
メ
ー
タ
 

ー
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
つ
て

お
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
当
市
は
、
こ
の
メ
 

ー
タ
ー
装
置
の
な
い
の
が
九
〇

〇
栓
も
あ

り
、
こ
れ
に
よ
る
浪

費
の
給
水

量
は
総
給
水
量
の
約

三
〇
％
ぐ
ら
い
に
相
当
し
ま
す

こ
れ
で
は
、
今
後
の
給
配
水
計

画
に
支
障
を
き
た
す

の
で
、
四

月
か
ら
浪
費
水
量

の
解
消
に

つ
 
 

と
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

定
額
制
か
ら
計
量
制
に
き
り

か
え
る
場

合
は
、

工
事
費
お
よ

び
材
料
費
で

三
〇
〇
〇
円
以
上

か
か
り
ま
す
が
、

現
在
、
定
額

制

の
水
道
使
用
者

に
か
ぎ
り
メ
 

ー
タ
ー

お
よ
び

工
事
費
は
市
役

所
で
負
担
し
、

メ
ー
タ
ー
を
保

管
す
る
ケ

ー
ス
 
（
実費
一
三
〇

〇
円
）
だ
け
、
水
道
使
用
者
に

負
担
し

て
い
た
だ
く

こ
と
に
な

つ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
ご
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。
 
 

当
地
方
に
多
く
見

ら
れ
る
眼
外
傷

に

ク
ッ
キ
目
ク
と
称

し
て
い
る
も
の

が
 

あ
る
が
、

悪
化
す

る
と
黒
目
の

傷
が
し
だ
い
に
拡
が
り
失

明
す

一
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

早
い
時

一
期
に
専
門
医
の
診
療

を
う
け
る

か
、
い
ろ
い
ろ
の
事
情
で
そ

れ

が
で
き
な

い
場
合
は
ア
ク
ロ

マ

イ
ツ
ン
な
ど
の
抗
生
物
質
を

薬

局
か
ら
買

つ
て
使
用
す
る
こ

と

が
必
要
で

あ
る
。
 

農
薬
そ

の
他
の
薬
剤
が
目
に

入
つ
た
場
合
は
、

た
だ
ち
に
、
 

洗
面
器

に
き
れ
い
な
水
を
一
杯

入
れ
、
そ
の
な
か
に
顔
を
入
れ

て
目
パ
タ
キ
し

て
充
分
に
洗

う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

洗
眼
す

る
時
期
が
早
け
れ

ば

早
い
ほ
ど
よ
い
。
 

こ
の
春
、
市
内
の
中
学
校
を

卒
業
し
、

県
外
に
就
職
す
る
方

の
前
途
を
祝
福
す
る

壮
行
式
は

十
四
日
、
五
所
川
原
中
学
校
講

堂
に
多
数
の
来
ひ
ん
と
就
職
者

が
集
ま
り
、

市
教
委
の
主
催
で

お
こ
な
わ
れ
た
。
 

目
に
ゴ
ミ
が
入
つ

た
場
合
は

静
か
に
目

バ
タ
キ
し

て
涙
を

「
 

緒
に
流
し
だ
す
か
、
洗
眼
し

て

流
し
だ
す
か
す
る
。
 

黒
目
に
異

物
の
つ
き

さ
さ
つ

て
い
る
場

合
が
あ
る
が
、

こ
の

異
物
が
鉄
片

だ
と
サ
ビ

が
で

て

黒
目

の
ニ
ゴ

リ
が
し
だ
い
に
大

き
く
な
り
、
強
い
視
力

障
害
を

起
す

の
で
、
早
い
時
期
に

取
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

眼
球
の
一
部
が
破
れ
た
よ
う

な
場
合
は
、
 
一
刻
も
早
く
専
門

医
の
診
察
を
う
け
る

こ
と
が
、
 

視
力
障

害
を
最
少
限
度

に
く
い

止
め
る
た
め

必
要
で
あ

る
。
 

僻
地
の
よ

う
な
と

こ
ろ
で
は

近
く
の
診
療

所
な
ど

で
、
抗
生

物
質
を

注
射
し

て
も
ら

つ
て
か

ら
専
門
医
の

診
療
を
う

け
る

こ

と
が
望
ま
し

い
。
 

式
は
就
職

者
の
元
気
な
君
が

代
斉
唱
、

市
長
の
式
辞
に
つ
づ

き
、
全
員

に
記
念
品
が
お
く
ら

れ
た
あ

と
、
就
職
者

を
代
表
し

て
七
和
中
、

福
士
君

の
答
辞
が

あ

つ
て
終
つ
た
。
 

(1) 

ポ ン プ購入 消防 

 

》
 

18日、消防ポンプ

自動車が到着した 

これは市原ポン

プ産業KKが作つ

た、水槽付放水塔

消防ポンプ自動車

で、 このクラスで

は国産第 1 号のも

の 

車の長さは 7nt 

905、 放水塔をた

てると 8 m50にな

り、464万5千円で

購入したものです 

 

  

廿
中

卒
県

外
就
職

者
壮
行
式

廿
 

希
望
を
胸
に
 

ス
 
タ
ー
ト
 

眼

外

傷
の
 

応
 
急

処

置
 

西
北

中
央
病

院
眼
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医

長
 

松
 

橋
 

久
 
英
 



以
 

市
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四
 
月
 
一
 
日
 
ー
 
三
 

春
 
の
 火
災
 

春
は

一
年
中
で
い
ち
ば
ん
空

気
が
乾
燥
し
、
そ
の
う
え
強
レ

風
が
ふ
き
、
火
災
が
も
つ
と
も

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
 

区
区
 
区
区

地
地
 
地
地
 

日
→
 

が
富
 
栄
沢

毘
長
 
梅
 

区
区
区
 

区

地
地
 
地
 地
 

和
橋
島

詰

七
長
松
飯
 

実 施 日 程 （4月6日～14日） 

10 日 

13 日 

14 日 

日
 
日
 

(b
 

り
ー
 

前
 

前
 
前
前
 
前

衝
 

所
ク
 
所
師

所
ク
 

市
 
支
 
支
集
 

支
 

10時へ 2 時 

支所前 相時～H時 
ク 	1 時～ 2 時 

支所前 10時～11時
集会所前 1 時～ 2 時 

支所前 10時～11時 
// 	時～ 2 時 

支所前 10時～11時 
" 	1 時～ 2 時 

支所前 10時～12時

支所前 10時～12時 

慧)ilIi) JiLL 

区
区

地
地
 

川
好

中
1
1
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I―犬 の 登 録 と 	 I 

	 狂犬病予防注射ーーI 

昭和39年度の犬の登録と狂犬病予防注射をおこない

ます。あなたのかわいい犬が登録（年一回）を申請し

なかつたり、予防注射（年二回）をうけなかつたとき

には、県が指定した捕獲人に捕えられることがありま

すからご注意ください。 

◇登録料金 	300円 

◇予防注射の料金 	指定した期日、場所でうけ 

るときは 230円、その他の場所では 300円 

◇申請者は印かんをご持参ください。 

、
 

子
 
供
 
た
 
ち
 
を
 

交
通
事
故
か
ら

守

ろ
う
 

供~ 4認鷲綴す鷺禦驚 Uio 市民文ィヒ会館力完成し 
ミ この修ばつ式は17日、関係者多数が集まり、市民文化会館ホール

ナ・ 可 F、おごそかにおこなわれた。 

‘ー ミ’会館は鉄筋コンクリート二階建のモダンな建物で、固定席 900を 
I 有するホール、洋室、和室、結婚式場などがあり、あらゆる会合が

ち ’できます。 （写真は完成された会館と修ぱつ式） 

こ
と
し
の
新
学
期
は
、
各
小

学
校
と
も
四
月
七
日
か
ら
は
じ

ま
り
ま
す
。
 

新
入
学
児
童
は
、
新
し
い
学

生
服
に
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を

肩
に
し
て
、
喜
び
い
さ
ん
で
毎

日
学
校
に
で
か
け
ま
す
。
 

こ
の
か
わ
い
い
子
供
た
ち
を

恐
し
い
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ

と
は
、
私
た
ち
大
人
の
責
任
で

す
。
と
く
に
自
動
車
や
パ
イ
ク

を
運
転
す
る
方
は
、
自
分
の
子

供
で
あ
り
、
弟
や
妹
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
で
、
つ
ね
に
安
全

運
転
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。
 

昨
年
中
に
五
所
川
原
警
察
署
管

内
で
交
通
事
故
の
犠
牲
者
と
な

つ
た
学
童
、
幼
況
は
二
十
名
も

あ
り
ま
し
た
。
 

沢
山
の
事
故
の
中
に
は
、
被

害
者
の
不
注
意
も
あ
り
ま
す
が

自
動
車
や
パ
イ
ク
を
運
転
す
る

方
が
、
も
う
少
し
注
意
し
て
く

れ
れ
ば
、
そ
の
大
半
は
防
ぐ
こ

と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

毎
日
、
学
校
に
で
か
け
る
学
童

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
に
は
、
 

父
兄
の
方
、
 一
般
歩
行
者
、
自
 
 

工
 
事
 
請

負
 

指

名
願

の
提

出
 

当
市
が
施
行
す
る
工
事
の
請

負
を
希
皇
す
る
方
は
、
経
歴
書

そ
の
他
必
要
な
書
類
を
添
え
て

工
事
請
負
指
名
願
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 

昨
年
、
提
出
し
た
方
で
も
改

め
て
提
出
願
い
ま
す
。
 

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市

建
設
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

し
 

十
 
日
 

予
防
運

動
 

庭
の
予
防
査
察
、
，車
の
火
災
防

止
、
避
難
訓
練
お
よ
び
避
難
設

備
の
点
検
整
備
、
危
険
物
貯
蔵

取
扱
の
取
締
強
化
指
導
な
ど
を

お
こ
な
い
ま
す
。
 

県
ベ
ビ

ー
コ
ン
ク
ー
ル

第
一
次
審
査
会
 

県
で
は
、
年
二
回
ペ
ビ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
が
、
参
加
希
望
の
赤
ち
や
ん

は
，
つ
ぎ
に
よ
つ
て
審
査
を
う

け
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
資
格
…
昭
和
3
8年
3
月
ー
日
 

1
8
月
3
1日
ま
で
に
生
ま
れ

た
赤
ち
や
ん
 

◇
日
時
…
昭
和
3
9年
4
月
8
日
 

9
日
午
後
ー
時
1
3
時
 

◇
場
所
…
五
所
川
原
保
健
所
 

。
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 

動
車
、
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
方

が
深
い
愛
情
と
理
解
の
も
と
に

子
供
た
ち
を
『
保
護
す
る
』
と

い
う
気
持
を
よ
り
以
上
高
め
る

こ
と
が
、
 一
番
必
要
な
こ
と
で

す
。
五
所
川
原
警
察
署
で
は
、
 

新
入
学
童
を
恐
し
い
交
通
事
故

か
ら
守
る
運
動
を
行
い
ま
す
。
 

市
民
の
み
な
さ
ん
、
自
動
車

や
パ
イ
ク
を
運
転
す
る
み
な
さ

ん
、
こ
の
運
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
 

こ
の
時
期
は
、
例
年
各
地
で

火
災
が
発
生
し
、
尊
い
人
命
や

貴
重
な
財
産
な
ど
に
大
き
な
被

害
が
で
て
い
ま
す
。
 

こ
と
し
も
市
消
防
本
部
で
は

四
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
 

ー
カ
月
間
『
春
の
火
災
予
防
運

動
』
を
展
開
し
て
、
火
災
の
予

防
思
想
を
高
め
、
火
災
を
な
く

し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
火
災
予
防
運
動
期
間

中
に
は
、
火
災
予
防
の
指
導
、
 

消
火
器
の
実
験
、
消
防
総
合
訓

練
（
十
日
）
、
 学
校
、
病
院
、
 

映
画
館
な
ど
の
査
察
、
 一
般
家
 

市民文化会館完成 
=＝ 開 館 は 4 月 I 日 一 
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